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特 別 掲 載

ま え が き

近来ギョウチュウの検査は，　Scotch－tape法の考案に

よって頗る簡易となり，また，その駆虫についても，有

効な薬剤の出現により，きわめて効果的に行ない得るよ

うになった．そしてそれに伴って，各地から幼稚園児，

小，中学校児童および生徒を対象とした検査，駆虫の成

績 が多数に報告されるに至ったが， い ま だ， 些撼社会

の一般住民を対象とし た ものは， 林ら（1958）， 小川

じこ　　・（1959 ）√堀田ら（1961），岡山ら（1963 ）等にみられ苓．よう

にきわめて歉少なy ．ヽ

こ れは，学校のような機能集団を対象とした場合では

検査あるいは駆虫は，比較的容易に実施し得るが，地域

社会の一般住民となると，諸種の複雑な問題が介在して

機能集団におけるように容易に行ない得ないためではな

いかと推測される．

ギョウチュウではすでに知られている通り再感染がき

わめて容易に起り得るという特殊性があり，したがって

家族間の感染を無視しては，その撲滅はなし得ないもの

といわれる．この意味から，一般住民を対象とした，い

わゆる“家族ぐるみ”の検査，駆虫が，今後強く推し進

められなくてはならないものと考えられる．

さて，著者の一人前山は，保健所の幼児検診などの際

幼児の神経症状（不軋 夜泣き，肛囲の掻痒感）を訴える

母親に遭遇する機会の多いことから，その原因を追及し

て，幼児のギョウチュウ感染が，その一つの因となって

いることを知った．このようなところから，私たちは，

まず，地域社会の一般住民の，ギョウチュウ感染の実態

を知ることが必要だと 考え， その第一歩として，0 ～6

歳の幼児のギョウチュウ検査および駆虫を行うことを企

てた．

すなわち，このように幼児の検査あるいは駆虫を，地

域社会に呼びかけることによって，住民のギョウチュウ

に対する認識を深めさせたうえ，それを基にして，次の

段階で，一般住民全部にこれをおよぼそうとするもので

ある．

以上のような考えから，私たちは，まず大阪市の北東

部に位置する門真市において，これを行うこととし，該

年令層の幼児約4 ，000名を対象にして，検査および集団

駆虫を実施した．

そしてその結果，幼児のギョウチュウ陽性者率，ある

いは薬剤の駆虫効果の面で，多少の知見を得ることがで

きた．すなわち，地域社会の多数の住民に，ギョウチュ

ウの検査，集団駆虫を呼びかけて，これを実施し得たこ

とは，上述したところから，意義のあるものと考えられ

たので，ここに報告することとした．

検査および駆虫の方法

大阪府門真市は最近急速に発展を遂げっつある小都市

で，人口は約50 ，000である．市は河内平野の北部に位

置しているが，この地一帯は，古くから低湿地として知

られており，コウチュウ，モウヨウセンチュウなどの寄

生虫の蔓延が著しい．

市では，行政上からその地域を門真，大和田，四宮，

二島の4 区に区分しているが，このうち，門真地区がそ

の中心をなし，人口密度が最も高く，他の3 地区は人口

も少なく，古くからの農村地帯をなしている．

昭和39 年2 月，市および婦人会幹部の協力を得て，

（204 ）
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第1 図　地域社会の一般住民への働きかけの順序とその経過

第1 回の打合せ会を開き，実施方針を決め，それにした　　　りを避けるために，各検査紙には予め第1 回（赤），第2

がづて前検査，駆虫厂後検査を順次行った．それらの実　　 回（緑），第3 回（黒）の大きな色分けの印を捺して，これ

葹 された経過は第1 図に示す通りである．　　　　　　　　 をゼムクリップで 止め，3 枚1 組 に セットして 配布し

すなわち，まず検査方法としては，碓井式ギョウチュ　　　た．

ウ検査紙を使用することとし，1 人について連続3 日間　　　 採卵に当っては，1） 検査紙の使用上の詳細な注意，

の採卵方式とした．この3 日間方式を決めた主な理由は　　2 ） 起床直後に必ず採卵すること，　3）　1 世帯に該当者

・O～6 歳 児を対象とした 場合，1 世帯内 にこの年令層の　　 が1 名 以上ある場合には，検査紙を他人のものと混じな

該当者が4 名 以上ということもあり，母親の採卵能力に　　 いこと，4） 必ず3 日間連続して採卵すること，等の注

狠度があること，および赤木（1952），川本（脩）　（1956），　　 意を印刷物として各戸に配布した．

堀田ら（1957），岡ら（1958 ）等 の成績からすれば，3 回検　　　 駆虫は前検査の結果に基づいて，3 回 検査のうち1 回

査の累積陽性率が，凡そ，その標準と見做し得ると考え　　 でも卵を認めたものを陽性者とし，その全員を対象にし

られたからである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た．なお，卵陽性者と認めたものには，各戸毎に通知を

検査紙は，図に示すように婦人会幹部に手渡されたの　　 出して集団駆虫の日時を指定し，昭和39 年4 月13 日か

ち，該当各世帯に配布されたが，この場合，採卵上の誤　　 ら16 日に亘って，各区毎に駆虫を実施した．

（205 ）
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第1 表　 地域別検査成績

者

地 区 別
被検者
総　数 合

完全被検者数＊
－

♀　　　　計 合

卵　陽　性　者

♀　　　 計 ％
不完全被検者数＊＊

計 2243　　1050　　987　　2037　 亅79　　164

＊ 完全被検者　3 回連続検査を実施したもの

＊＊ 不完全被検者　1 ～2 回しか検査を実施しなかったもの

（　）内の数字は卵陽性者数

駆虫に使用する薬剤については，いろいろな点を考慮

して， 今回は，　Pyrvinium　pamoate 　（poquil）の液剤を

原則として使用することとしたが，ただ，検査の結果で

は，0 ～6 歳児以外に，高年令層の卵陽性者が若干あった

ので，これにはPoquil の錠 剤を使用した．

薬剤の投与量は，内田ら（1961），伊東ら（1960），小宮

ら（1962）の実験結果に基づいて，2　mg／kg　の少量1 回

投与とし，幼児の標準体重を基礎 に し て， 液剤はO 歳2

．0　cc，　1～2 歳2 ．5　C．C，　3～4 歳3 ．0　cc，　5～6 歳3 ．5　cc

の投 与とした．

また，7 ～10 歳 にはPoquil 錠剤を1 錠， 成人には2

錠 を1 回投与した．

なお，幼児に液剤を投与する方法としては，小児麻痺

生ワクチン投与の方式をそのまま当てはめ，駒込ピペッ

トで定量したのち，小匙に移して飲ませた，この他，投

与時の薬剤による衣類の汚染を考慮して，ビニール製の

胸あてを使用せしめた．

駆虫当日は朝食を普通に猥らせ，10 時 に集合させ，薬

剤投与後1 時間休憩させたのち帰宅させた．昼食は原則

として投与後2 時間の間隔をおくよう指導した．

なおまた．薬剤の効果判定のための後検査は，投与日

より1 週間後に3 日間に亘って，前検査と同様の方法に

よって実施した．

検査および駆虫についての実施方法は以上の通りであ

るが，この他，卵陽性者の一部については，調査票を作

成して，その自覚症状などを調査した．

検 査 成 績

検査の対象 となるO ～6 歳の 幼児は， 同市で約4 ，000

名あ り，これに1 人3 枚宛の検査紙が配布された．そし

てこのうち検体を提出したものは，門真地区の1 ，371名

を最高にして，4 地区で総数2 ，243名であった．ただし

343 16 8 206（14）

こ れ等の被検者中には，諸種の事情から所定の連続検査

を行なわず，　1－2 回 の検査で終ったもの（以下不完全被

検者と称する）が206 名含まれ，したがって，3 回 の検

査を完全に行ない得たもの（以下完全被検者と称する）は2

，037名であった．

まず，その成績を地区別にみると，第1 表に示す通り

となる．すなわち，卵陽性者率は，完全被検者のみにつ

いては，四宮地区の19 ．4％を 最高として， 門真地区の15

．4％が最も低い 値となり， 全地区の 平均陽性者率は16

．8％ となっている．しかしながら，地区別のこれらの

差は，表にもみられるように，凡そ各地区とも近似した

値を示し，顕著な相違は認め難い．また，地区毎の男女

別卵陽性者率においても，その差はほとんど認め得なか

った．

以上のこの卵陽性者率は，「検査方法」の一部におい

ても触れたように，3回検査のうち，1回でも卵を認めた

ものを卵陽性者として取扱ったものであるが（不完全被

検者の中にも卵陽性者があり，これももちろん陽性者と

した．ただし，統計上では3 回 検査を実施したものから

除き，駆虫の対象としてのみこれを 含めた）， この完全

被検者のうちで，何回卵を検出したかとい う，卵検出の

頻度を337 名の卵陽性者について検討すれば，第2 表 の

ようになる．

すなわち，3 回検査のうちで，1 回しか卵を検出し得

第2 表　陽性者の卵検出回数（3 回連続検査を

実施したもの）

卵検出回数　陽性者総数

337 ＊

陽一

実

101

91

数

性

＊ 成 人 お よ び年 齢 不 詳 の6 名 を 除 く

％

－
43．030
．027
．0

（206 ）

1　　　　　　　　　　　　145　　　　　43．0

門　 真　1371　　634　625　1259　103　101　204　15　X　　n2　 （5）
二　　島　　127　　　64　　56　　　120　　13　　　10　　　23　　19 ．2　　　　7（1）
四　 宮　312　　149　n9　　268　27　　25　　52　19 ．4　　　44　（2）
十 和m　　433　　203　187　　390　　36　　28　　G4　　16 ．4　　　43　（6）
F ’　　　 四　　　　 ’大 和 田　　433　　203　187　　390　　36　　28　　G4　　16 ．4　　　43 　（6 ）



第3 表　 年 齢 別 検 査 成 績
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年

0

1

2

3

4

5

6

齢
被検者
総数

385
375
289
258
222

150－

1，917

合

121

176

186

131

97

70

43
－824

♀ 計

110　　　231

182　　　358
158　　　344

106　　　237
92　　　189

76　　　146

51　　　94

775 1599

実 数

4

20

21

27

32

38

28

170

S

実 数

3
7
10
25
37
38
28

148

％

－2 ．73

．76

．019

．128

．733

．335

．4
－

16 ．0

訐

7

27

31

52

69

76

56

318

陽性者率2

．97
．08
．318
．026
．734
．237
．316

．6小　計7

－12

成　　 人
年齢不詳

64
39
17

総　　 計　2 ，037

13

10
－872

20

22

5

822

45
35
15

1694

なかったものは総数の43 ％であり，2 回 が30 ％，　3 回

が27 ％となっている． このことは， 同地では，3 回検

査しても1 回しか卵を検出し得ないものが最も多い訳で

あり，あるいはこのことが，1 つ の集団のギョウチュウ

感染量をある程度示す 指標にはならぬか と 考えている

が，この点については今後の検討に俟ちたい．

次に，これらの卵陽性者（完全被検者のみ）を年令別と

して，その陽性者率をみると，第3 表 の通りとなる．

表にみられるように， 今回はその対象をO ～6 歳 の幼

児としたにも拘らず，7 ～12 歳の小学校児童および 成人

で，検体を提出したものが120 名 あったため，0～6 歳児

の被検者実数は1 ，917名 となった．

すなわち， このO ～6 歳児における平均卵陽性者率は61

．6％であったが，これを各年令についてみると，0 歳

が2 ．9％であるのに 反して，6 歳 では37 ．3％であり，

その間にきわめて大き な卵陽性者率の差異が認められ

る．

これらの卵陽性者串の年令別の変動は，表で明らかで

あるが，0～2 歳においては，年令の上昇に伴って数％づ

っの上昇を示した卵陽性者率はレ3 歳 に至って急激に上

昇し，6 歳で最高率を示すに至っている．なお7 ～12 歳

では，その率が29 ．7％ となっており，6歳 児よりやや低

率を示しているが，例数が少ないため比較は今後の問題

としたい．また，成人においても，　10．3％に卵陽性者率

を認めているが，これも例数がきわめて少なく，これを

以って，この地の成人のギョウチュウ陽性率を推測する

ことはできない．以上のこれらの点を図示すると，第2

図の通りとなる．

なお，男女の卵陽性者率を，各年令にっ々ヽ て比較する

と，2 歳までは 男子 の 卵陽性者率が3 ．2％，　10．2％，

179

（207 ）

％

－3．210

．210

．117

．124

．835
．239

．4
－

17 ．1

－
19 ．413

．39

．1
－

17 ．0

50

坩

40

30

20

10

13　　39 ．42

8 ．31

16 ．6

164 16 6

19　　　29 ．74

10 ．32

11 ．8

343

0　1　2　34　5　6

16 8

年 々

第2 図　年齢各層における卵陽性率の変動

10．1％と，女子の2 ．7％，　3．7％，　6．0％のそれに比し

て高く，3 歳より6 歳の間ではほとんど差を認めない結

果となり，平均では，男子17 ．1％，女子16 ．0　％で有意

差を認め得ない結果となっている．すなわち，2 歳まで

の年令層におけるこの差には興味がもたれるが，女子の

例数が極めて少なくて比較し得ないので，今後例数を増

して検討すべきであると考えている．

駆 虫 成 績

検査の結果によるギョウチュウ卵陽性者の総数は，完

全被検者群で343 名， 不完全被検者群で14 名の計357

名であった．

これらの卵陽性者については，前述した通り，各世帯

毎に通知を出し，4 区のそれぞれの公民館，学校などに

集めた上，　Poquilの投与を行ったが， 諸種の悪条件が

重なったため集まりが悪く，結局，本剤による集団駆虫

を行った者の数は146 名に過ぎなかった．

その駆虫効果については第4 表に示す通りであるが，

ただし，上記の146 名の被駆虫者のうち，0 歳に対して2

．0　cc投与の5 例，および成人に対して錠剤2 錠を投与

7刈2 オ・
／（小掌煎 児夐）

淤 取 人

－ 　 　 　 　 　 一 一 一 一

－　　　　　 一 一 一

7－12　　　　　64　　　　25　　　　20　　　　45　　　　　6　　　19．4　　　　13　　　39．4　　　　1q　　　29 ．7

‥－。
ユ。　　

卵 陰 性 者 数　　　　　　　 卵　陽 性　者　数



104

第4 表　Poquilによる駆虫成績 第5 表　Poquil投与による副作用の調査成績

投　与　 量

2 5　cc 3 。0

一
実

cc
3
5　cc 1 錠

枩　　（g 妾

服　 薬　人　数　24　　　59　　　42　　　14
調　 査　人　数　U　46　27　46　23　55　7　50

何かの症状を訴
えた人数
食

悪

嘔

腹

腹

下

惓

思　不 振

心吐

痛
鳴
痢

4 36

1　　9

3　27

2　18

0　　0

1　　9

1　　9

0　　0

6　22

1　　4

0　　0

0　　0

4　15

0　　0

1　　4

1　　4

3 13

3　13

0　　0

1　　4

2　　9

0　　0

1　　4

2　　9

0 0

あったもののうち，悪心が27 　％，嘔吐が18 ％でやや多

く，次いで3 ．0　cc　群 の腹痛15 ％，　3．5cc群 の食思不振13

％と続いている． ただ，表でも判るように，　2．5　cc

群 と3 ．0　ccお よび3 ．5　cc群との間に，副作用の種類の

異なる点があることは注意すべきであり，これは，　2．5　cc

群 の対象が1 ～2 歳児であっ て， 自覚症状を 自分で訴え

る能力のない年令層であることを，充分に考慮しなけれ

ばならない．

なお，これらの嘔吐および下痢はきわめて一過性のも

のであり，また，訴えのあった全ての副作用とも，臥床

を必要とするようなものはなかった．この他，錠剤1 錠

投与群では，7 名全員に何等の副作用も認めなかっ た．

卵陽性者の症状の調査

集団駆虫を行った際，　216名の 卵陽性者について，予

め諸種の項目を定めて，その症状を調査した．もちろん

この調査も，幼児を対象としたものであるため，直接本

人より聴取したものは少なく，主に両親の訴えに基づい

たものである．

すなわち，その結果は第6 表の通りであり，調査した

標 服薬 卵陰転 卵陰転
几Efi ≡≡1．1 」叺予示t投 与il
｀ 者 数 者数剤型　年齢

‾ 丁 Σ

液剤　aj

10－13　　2．5　cc14

．4－16．3　3．0　cc17

．2－19．1　3．5　cc

錠剤　7－10　20 ．5－28．2　1錠

24
59
42
125
－14

24
59
42

125
－12

者 率

100 ．0％100

．0％100

．0？・a100

．0％85

．7％

した2 例の計7 例は，例数が少ないため表より除いた．

すなわち，表に 示すように，1 ～2 歳 ，3～4 歳，5～6

歳児に対する液剤2 ．5　cc，　3．0　cc，　3．5ccの 各投与群で

は，　125例 の全例に卵陰転が認められ， 卵陰転者率は各

群ともに100 ％を示した．また，錠剤1 錠の投与群であ

る7 ～12 歳児14 名では，そのうちの12 名 に卵陰転が認

められ， 卵陰転者率85 ．7　％を示し， それぞれきわめて

高い卵陰転者率を認めた．

なお，表より除いたO 歳児に 対する液剤2 ．0　cc投与

群の5 例 は，他の液剤群と同様に卵陰転者率100 ％を示

し，成人に対する2 錠投与群の2 例も，また100 ％ の卵

陰転者率を示した．

副 作 用

Poquil 投 与による副作用については， 服薬者全員に，0

， ×記号式の簡単な 調査票を渡し， 服薬後24 時間以

内の自覚症状について記入せしめた．もちろん，本調査

では，その対象のほとんどが幼児であったため，両親に

その症状の観察を依頼し記入せしめたものである．

その結果は，第5 表に示す通りである．すなわち，液

剤投与群では，　2．5　cc投与群の1 ～2 歳児でその訴えが最

も多く，11 名中の4 名36 ％にみられ，以下3 ．0　cc群 の22

％，　3．5cc群 の13 ％の順となっている．

これらの副作用を症状別にみると，　2．5　cc群 で訴えの

第6 表 卵陽性者の自覚症状の調査成績

地 区 別
調査

人数

門　真　115

二　島　　19

四　宮　53

大和田　　29

実数
％

実数
％

実数
％

実数
％

実数総　計　216　 愕で

何かの
自覚症
状を訴
えた者

104

90

15

78

40

75

22

75

寝
悪
っし

き
17

4　16 ．319

6 ．715

2 ．529

9 ．121

181

83 ．8 n ．6

夜

泣

き

13

12
5

2

13 ．337

．5627

．324

n ．3

寝悪

ぞし
う

尻
か
ゆ
い

股
た
だ
れ

45　　　52　　　15

43 ．3　50 ．0　14 ．40

7　　　2

0　　　46．7　13 ．37

13　　　4

17 ．5　32 ．5　10 ．010

7　　　2

45 ．5　31 ．8　　9．162

79　　　23
34 ．3 43 ．6 12 ．7

それぞれの症状の欄における％は有訴者に対するもの

（208 ）

食

欲

不

振

27

26

3

20

9

22

6

27

45

24

0

0

5

3

9

腹

痛

取　　J ｀゚ lfl`　1 日夕亨`
／1こが　　き つ　 し い　　

頻

り　　
っ き　 や ぢ

嵒
ぽ な　 ぶ り　

尿
い い　 り

21　　　32　　　25　　　43　　　10

20 ．2　30 ．8　24．0　41 ．3　　9．65

3　　　4　　　10　　　0

33 ．3　20 ．0　26 ．7　66 ．7　　06　　

16　　　10　　　15　　　18

15 ．0　40 ．0　25 ．0　37 ．5　20 ．03

0　　　1　　　6　　　2

13 ．6　　0　　　4 ．5　27 ．3　　9．135

51　　　40　　　74　　　20

19 ．3　28 ．2　22 ．1　40 ．9　n ．0

惓　　　　 怠　0　0　1　4　2　9

数　　／U　数　 ／U　数　　／り　数　　／U

－

一 一 一

………　　　　　　　　　
加・斗、心　　 統 眤 脇 士　　 日　　 晧　　 春　　 脂　　 城　

飽落 指鼻
お

卜 ？　　　　10－13　　2．5　cc　　24　　　24　100．0％

－　 －　　　－　 －



項目は，表に示すn 項 田こ亘っている．

各項目における訴え率は，全て有訴者に対してのもの

であるが，1 人 で7 項目を訴えたのが最高であった．ま

ず，地区別の訴え率をみると， 門真地区の90 ．4　％が最

高で，次いで 二島地区78 ．9％， 大和田，四宮の順とな

り，全地区の訴え率の平均は83 ．8％ となっている．

さて，これらの諸種の訴えのうち，平均して高率に認

められたものをあげると，“ 尻がかゆい ”の43 ．6％，

“指しゃぶり・鼻いぢり”の40 ．9　c‰ “寝ぞうが悪い”

の34 ．3　％の順となっており，“尻がかゆい”“指しゃぶ

り・鼻いぢ引≒こついては，各地区ともに高い率で認め

られている．

すなわち，この結果のみからいえば，“尻がかゆい”

“指しゃぶい 鼻いぢ 广 といった項目に訴え率が高か

ったことはレ ギョウ’ヂこウ・ 自家感染と何等かのっなが

りを感じさせるものがある．しかしながら，一方ギョウ

チュウ卵陽性者には必ずしも肛囲掻痒感があるとはいえ

ないという．岡田（1959）の調査もあり，私たちの調査族

卵陰性者のそれを対照にとっていない点からいって乱

この根拠は薄く，将来の追求に俟ちたいと考える．

ま と め

諸家もすでに称えているように，再感染の激しいギョ

ウチュウでは，その対策は，当然学校のような機能集団

を対象とするのみではなく，家族ぐるみ，地域ぐるみの

対策を必要とするものである．

私たちは，この点に着目して，地域社会の一般住民を

対象としたギョウチュウ対策を計画し，その一端として

まず，地域社会にこれを呼びかけて，今回は主に，0～6

歳児のScotch－tape法による検査およびPoquil による

駆虫を行った．

まず，検査については，3 日間連続法式にしたがった

が，その結果，対象数の4，000名の56．1　％に当る2，243

名に検体の提出を得ることができた．なお，このうちの2

，037名50 ．9％が，3回検査を完全に実施したものであ

り，予定していなかったそれ以外の年令層の被検者，120

名を除い たO～6歳児の完全被検者は1，917名であ

った

ここで，この私たちの用いた3 日間連続検査法が，地

域社会を対象としたこれ等の調査で，はたして適切であ

ったかどうかを検討することは，検査上の基本的問題と

して重要であろう．すなわち，これについては，「検査

方法」の項で述べた，検査結果の信頼性もさることなが

（209 ）
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ら ， 要 は ， 一 般 住 民 が ， こ の 検 査 方 法 を こi な し 得 る か ど

う か が ， 重 大 な 鍵 と な る も の と 考 え た ， こ の 点 に つ い て

私 た ち は ， 多 数 の 被 検 者 よ り 聴 取 し た 批 判 ， お よ び 検 体

提 出 率 が 第1 回 の 調 査 に も 拘 ら ず56 ．1　％ に 達 し た 事 実

な ど か ら ，3 日 間 連 続 が ま ず 妥 当 な 線 で あ り ， 適 切 な 方

－J ．‘〃t二－‐－・　　●’・j●・　’I．　
●Q`
．．．．
亅
，・．・ ．　 ・　I・`－

’‾　
－　¶．　㎜

法 で あ っ た と 確 信 し て い る ．

さ て ， 検 査 の 結 果 で は ， こ れ 等 の1 ，917 名 の 完 全 被 検

者 中 に318 名 の 卵 陽 性 者 を 認 め ， そ の 陽 性 者 率 は16
．6

％ と な っ た が ， こ れ を 年 令 別 に み る と ， 各 年 令 に よ っ て

そ の 陽 性 者 率 が 大 き く 変 動 す る こ と を 認 め た ．

す な わ ち ，1 ）O ～6 歳 で は ， 年 令 の 上 昇 に 伴 っ て ， そ

の 卵 陽 性 者 率 も 順 次 上 昇 し ，0 歳 児2 ．9 ％ に 対 し て6 歳

児37 ．3 ％ と 大 き な 差 を 認 め る
．2 ） そ の 卵 陽 性 者 率 の

上 昇 は ，0 ～2 歳 の 年 令 間 で は 余 り 大 き く は な い が
，2 ～3

歳 の 間 で き わ め て 顕 著 で あ る な ど の こ と が 判 っ た
．

こ れ 等 の 幼 児 の ， 年 令 別 の 卵 陽 性 者 串 の 変 動 に つ い て

は ， 松 田 （1956 ）は ，0 歳 と3 歳 児 の 間 に 変 化 が な い と 述g

， 林 ら （1958 ） は ，5 ～9 歳 台 で そ の 陽 性 率 は き わ め て

高 く な る と 述 べ ， ま た ， 岡 田 ら（1959 ） は ，0 歳 よ り15

歳 に 至 る ま で は そ の 年 令 増 加 に 伴 っ て 率 も 上 昇 す る と

述 べ て い る ．

す な わ ち ， こ れ ら の 諸 氏 の 成 績 で は ， そ の 卵 陽 性 者 率

の 年 令 別 な 変 動 傾 向 は 必 ず し も 一 致 せ ず ， 私 ら の 得 た と

こ ろ と も 異 な っ て い る と い う こ と が で き る
． し か し な が

ら ， こ れ ら の 差 異 に つ い て は ， 諸 氏 の 用 い た 検 査 方 法 の

違 い ， あ る い は 対 象 と し た そ れ 等 地 域 の ， 生 活 環 境 の 差

を 充 分 考 慮 す る 必 要 が あ り ， 一 概 に は 結 論 で き る こ と で

は な い と 考 え ら れ る ．

な お こ れ に 関 し て ， 川 本 （脩 ）（1956 ）は ，1 歳 未 満 の 乳

児 で2 ％ で あ っ た 卵 陽 性 者 率 が ，4 ～6 歳 に お い て80
．3

％ と 急 激 に 上 昇 を み た 成 績 を 報 告 し て い る
． そ し て こ れ

に つ い て 氏 は ，1 歳 未 満 の 幼 児 の 卵 陽 性 者 率 が 低 い の は

こ の 年 令 層 で は ， お む っ を 使 用 す る た め ， 排 便 排 尿 の 際

涯 囲 が 拭 か れ 卵 が な く な る た め だ と し ， 乳 児 で は 見 か け9

陰 性 者 の 多 い こ と を 指 摘 し て い る
．

し か し な が ら ， 私 た ち の 得 た 成 績 で は ，0 歳 児 に 限 ら

ず ，1 歳 お よ び2 歳 児 に つ い て も ， そ の 卵 陽 性 者 率 が 低

か っ た の で あ っ て ， 川 本 の 述 べ て い る 理 由 の み に よ り ，

こ れ ら の 年 令 層 の 卵 陽 性 者 率 の 変 動 を 解 釈 す る こ と は で

き な い と 考 え て い る ．

な お ， 男 女 別 の 卵 陽 性 者 率 に つ い て も ， 松 田 ら （1951 ）

川 本 （脩 ）（1956 ）等 は ， 女 児 に 卵 陽 性 者 率 が 高 い と 述 べ 岡

田 ら （1959 ）， 堀 田 ら（1960 ）， 小 川 （1959 ）等 は 男 女 間 に 差
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が な い と 述 べ ， 必 ず し も 結 果 は 一 致 し て い な い が ， 私 た

，J　　
ち の 得 た と こ ろ で は ， 男17 ．1 ％ ， 女16 ．0 ％ で 差 は 認 め

得 な か っ た
．

こ の 他 ， 比 較 検 討 は 例 数 が 少 な い た め に な し 得 な か っ

た が ，7 ～12 歳 お よ び 成 人 で は ， そ れ ぞ れ29 ．7 ％ ，　10 ．3

％ の 卵 陽 性 者 率 が 得 ら れ た
． ま た ，

地 域 別 の 卵 陽 性 者 率

．
に お い て も ， そ の 差 は 認 め ら れ な か っ た ．

／　　 な お ま た ， こ の 他 ， 卵 陽 性 者 の み に つ い て ，3 回 検 査

に よ る 卵 の 検 出 頻 度 を 調 べ た が ， こ の 結 果 は ， 地 域 の ギ

， ヨ
ウ チ

ュ
ウ 感 染 量 の 表 示 に ， あ る 程 度 役 立 つ の で は な い

か と 考 え ら れ た ．

しノ　　　 集 団 駆 虫 に つ い て ： 薬 剤 と し てPoquil 液 を 主 に 用 い

た が ， こ れ は ， こ の よ う な 地 域 社 会 の 住 民 を 対 象 と し た

燿 合 ， 何 日 間 に も 亘 っ て 薬 剤 を 投 与 す る こ と が 困 難 で あ

る こ と ， お よ び 特 に 幼 児 を 対 象 と す る こ の 場 合 に は ， 錠

剤 の 嚥 下 が 不 可 能 で あ る こ と を 考 え な く て は な ら な い 等

の 理 由 に よ る も の で ，1 回 投 与 で 充 分 の 効 果 が 期 待 で き

か っ 飲 み 易 い 薬 剤 と し て 本 液 剤 を 選 ん だ ．

Pyrvinium　pamoate　 （Poquil ） の ギ ョ ウ チ ュ ウ 駆 虫 効

力 に つ い て は ， 森 下 ら （1960 ）の 報 告 以 来 ， 相 継 い で 多 数

の 報 告 が な さ れ ， そ の 駆 虫 効 果 の き わ め て 優 れ て い る こ

と が 実 証 さ れ た ． そ し て そ の 後 ， 小 宮 ら （1962 ） に よ っ

て ， 本 剤 の 少 量 投 与 が ， 効 力 を 低 下 さ せ ず に 副 作 用 の み

を 減 少 せ し め 得 る こ と も 確 認 さ れ た ．

私 た ち も ， 小 宮 お よ び 諸 家 の こ れ ら の 報 告 に し た が っ

て ，2　mg ／kg　 の 少 量1 回 投 与 を 行 っ た が ， そ の 結 果 ，

液 剤 投 与 群 で は ，0 鑷 暃 肪c 貎 与5 ／5 ，　1 ～2 歳 児2 ．5cc

投 与24 ／24 ，　3 ～4 歳 児3 ．0　cc 投 与59 ／59 ，　5 ～6 歳 児3 ．5

・tj：！・ ●－ χ　 ・`－●゙ ’゙1゙ 　　　　　　　　　　l ・g心・11144吸4j哨eま，s．・．ドcc

投 与42 ／42 と な 呪 各 群 と も に100 ％ の 卵 陰 転 者 率 を

得 た ． ま た ， 錠 剤 投 与 群 で は ，7 ～10 歳 児1 錠 投 与 で85

．7
％ の 卵 陰 転 者 率 を 得 る こ と が で き た

．

す な わ ち ， こ の 結 果 は ， 小 宮 を は じ め 諸 家 の 得 た 成 績

と ほ ぼ 近 似 し て お り ， 本 剤 の ギ ョ ウ チ ュ ウ 駆 虫 効 力 の き

わ め て 高 い こ と を 示 す も の で あ る が ， た だ ， 堀 田 ら

（1964 ）も 述 べ て い る と 同 様 に ， 液 剤 よ り も 錠 剤 で は ， そ

の 駆 虫 効 力 が や や 劣 る 成 績 と な っ て い る
・

副 作 用 に つ い て は ，5　mg ／kg　投 与 に 比 し て ， そ れ が 軽

減 さ れ ， 特 記 す る よ う な も の は 全 然 認 め な か っ た ． す な

わ ち ， 私 た ち の 得 た と こ ろ で は ，1 ～2 歳 児 で 悪 心 と 嘔 吐

の 訴 え が ， そ れ ぞ れ27 ％ ，　18 ％ に み ら れ ，3 ～6 歳 児 で

は 食 思 不 振 と 腹 痛 の 訴 え が13 　％ ，　15 　％ に み ら れ ， 他 に

き わ め て 低 率 に ， 腹 鳴 ， 下 痢 ， 倦 怠 の 訴 え が あ っ た ． し

か し な が ら ， こ れ ら の 副 作 用 は 前 述 し た 通 り ， 母 親 か ら
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聴取したものであり，嘔吐のように確認できる以外のも

のは，きわめて信頼性が乏しいものと考えられた．なお

これらの副作用も，全て一過性であって，病臥を必要と

したようなものはなかった．

む す び

1） 地域社会の住民のギョウチュウ対策の一つとしてO

～6 歳 児を主体とした検査および集団駆虫を行った．2

） 対象4 ，000名 に対する検体の提出率は56 ．1　％で，

卵陽性者率は16 ．6％であった．

3） 卵陽性者率は年令によって異なり，1 歳 未満の乳

児では2 ．9％であったが，6 歳 児では37 ．3％であった．4

） 卵陽性者率は年令増加に伴って高くなり，特に，2

歳と3 歳 の年令間において， その串 が急激に上昇す

る．　　　　　　　　　　　　　　G、，jX 。，1．．

5） 男女間には卵陽性者率に差が認められない．

6）O ～6 歳児125 名 に1

回投与を実施して，　100

錠剤投与群では85 ．7　％の卵陰転者率であって，

与群よりやや低かった。

の 少量

．なお

液剤投

7） 副作用はほとんど認め得べきものがなかった．

8） 幼児に対する液剤の投与法は，小児麻痺生ワクチ

ン投与の方式を応用するのがよく，集団駆虫には能率的

な方法であると思われた．

9） 卵陽性者の自覚症状などを，両親より聴取したと

ころ，肛囲の掻痒感および指しやぶり・鼻いじりの訴え

を最も高率に認めた．

終りに臨み，御教示及び御校閲を賜った大阪市立大学

医学部医動物学教室主任田中英雄教授に深甚の謝意を表

すると共に，御援助を賜った大阪大学微生物病研究所猪

木正三教授，大阪寄生虫病予防協会森下薫先生並びに職

員の諸氏及び御協力を得た門真市衛生課の職員諸氏，守

口保健所の保健婦諸姉に厚い感謝を捧げる．

なお，本調査は，著者の一人西村が，大阪大学微生物

病研究所在職中に実施し，その一部を大阪市立大学医学

部医動物学教室において行ったものであることを付記す

る．
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PINWORM　INFECTION　IN　CHILDREN　AND　ITS　MASS －TREA　TMENTWITH　A　SMALL　DOSE　OF　PYRVINIUM

PAMOATE （P00UIL ）

Takeshi　NISHIMURA ，　Toshio　OKUMURA ，　Hatsuhiko　SAKAGUCHI ，

｛Depa・フmet・Xげj 瓦 石cal　Zoology。Osaka 　City・ び，卮・・sity　Ale丿ical　Sch。Z）Takeo

MAEYAMA　 ＆　Nobuyuki　TAKAHASHI

くA勿・－iguchi召ealth　Center，　Osaka）

Pinworm　infection　in　children　O　to　6　years　of　age　and　its　mass－treatment　with　a　smalldose

　of　Poquil　were　studied　m　Kadoma－City
，　Osaka　Prefecture．　Out　of　the　registered　population

（ca．　4，000），　56．1　％　could　be　eχamined　for　pinworm　ova．　Among　the　total　of　2，037　eχamined，343

were　diagnosed　as　positive　for　pinworm　ova，　with　the　positive　rate　of　16．8％．　Thepositive　rate　increased

as　the　age　advances　being　2．9％　in　children　under　l　year　of　age　and37

．3％　in　those　6　years．　No　significant　difference　of　the　positive　rates　could　be　pointed　outbetween　the　sexes

。

A　total　of　125　positive　cases　were　treated　with　a　liquid　form　of　Poquil　in　a　single　doseof　approximately　2　mg

／kg　of　body　weight　and　the　elimination　of　the　worms 　appeared　to　becomplete

．　However ，　a　cure　rate　of　85．7　％　was　obtained　m　14　positive　cases　treated　with　atablet　form　of　the　drug　in　the　same　dose

．　It　therefore　appears　that　the　liquid　form　is　moreeffective　than　the

tablet　form　against　pinworm　infection．　No　intolerab】e　reactions　to　theabove　dosage　of　this　drug　were　detected

．　It　is　desirable　that　the　mass－treatment　of　pin　worminfection　with

Poquil　be　made　in　conformity　with　the　administration　regime　of　polio　vaccine．

（212 ）




